
学生ボランティア体験

[は じめに]

　 栄養 ク リニ ック開設 の 目的の ひ とつ として、「実践 力のあ る管理栄養 十養成 のために、在学

生 が様 々なイベ ン トに参加 して、管理栄養士 としての資質向上 を図 る」 こ とが ある。大学の正

規 の カリキュ ラムの中で は、管理栄養士 に必要 な知識やス キルが新 ガイ ドラ ンに沿 って学習で

きるが、社会性 や生 活感の弱 い学生が、卒業後 に即、社会のニーズ に応 じた実践力 を備 え、職

場 の要望 に応 え られ るようになるには、体験学習 の中で培 われた様 々な状況 に対応で きる応用

能力 が必要 であ る。 しか し、管理栄養士養成施設 の多 くは、実際 に研 修す る場 を持た ないのが

現状 である。 また、生活状況が多様化 した現代社会で は、特定の個人や多 くの人 々がおかれて

いる状況 を共有化 で きる管理栄養士が求 め られ てお り、 自分の考 えに よる一方 的な指導ではな

く、相 手のおかれてい る状況や人生観 な どを共有 し、真 の課題 を見つ け、解決す る能力 を身に

つけていかなければ な らない。 ヒューマ ニズムや倫理観、 そ して どんな方 とも初対面か ら気持

ちよ く応対 がで きるコ ミュニケーシ ョンカが求 め られる。一般の方が健康や栄養 に対 して どの

ような考え を持 ってい るか、食材 に対す る季節感、経済性や個人の嗜好性 な どが理解で きて な

い と支援 はで きない。栄養 ク リニ ックで開催 される様 々な事業 に学生 ボラ ンテ ィア として参加

する ことで、対象 者側 に立 った 目線 での食事指導 や栄養指導が で きるキ ャリアを身に付 けて欲

しい と願 う。

　 当栄養 クリニ ックで は、食物栄養学科2～4回 生 が学生 ボラ ンテ ィア として各種行事 に参加

してい る。本年度の学生 ボ ランテ ィア登録者数 は55名 であ り、栄養 クリニ ック事業参加者 は、

料理教 室44名 、食withプ ロ ジェ ク ト23名 、 附小 ラ ンチ300名 、大 学祭19名 、 幼児 のお やつ と

レシピ提 供 による子育て支援2名 、東 山区地域連携事業 ・高齢者 の骨密 度測 定 と栄養相談24名 、

中信 ビジネス フェア6名 であった。

[学生ボ ランティアの活動概要]

料理教室

　参加 した学生 は皆、各 自の役割 をよ く理解 してお り、実習の準備 か ら片付 けまで積極 的に引

き受 けて くれた。大変 な作業 が多 い にもかか わ らず、楽 しんで参加 して くれた こ とを何 よ りも

嬉 し く感 じてい る。 学生 は、参加 者へ の接 遇 や会話、調 理補助 な どを通 して、 コ ミュニケー

シ ョン能力 の向上 を図ってい る。当事業 は一般 の方 を対象 としてお り、参加者 は老若男女様 々

である。食経験や調理技術 も様 々であ るため、一人 ひ とりに合 った対応で、全員が気持 ちよ く

実習 に参加 で きる ような配慮 が求め られ る。

　初 めて参加 した学 生か らは、「もっ と しっか り料理 の作 り方 を把握 す るこ とが重要 と思い ま

した。次 回は作業 の進行状 況や内容 な ども把握 し、サ ポー トを しっか りで きる ように頑張 りた
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いです」、「いろいろ聞か れたが、答 え られないこ とが多 く、 自分 の勉強不足 を痛感 しま した。

授業 では味 わえない多 くの事が経験 で き、 また、参加 したいです。 ご指導あ りが とうござい ま

した」等 のコメ ン トが寄せ られ、 自らの課題 に直面 しなが らも、実践力のあ る管理栄養 士 を 目

指す、 い きい きとした態度が見受 け られた。継続的 に参加す る学生 は、 回数 を重ね るにつ れ、

参加者 との会話 も弾み、全体 に気配 りをす るな ど、確 実 な成長が感 じられ る。 また、各 教室 で

取 り上 げた食材や調理法へ の コメ ン トも多 く寄せ られてお り、 当事業への参加 は、学 生 に とっ

てコ ミュニケー シ ョン能力 の向上 に加 えて、食 に関す る知識の習得や調理技術 向上の上で も学

びの場 となってい るようで ある。

参加者 との調理を楽 しむ様子 子 どもたちに手洗い指導をする様子

その他 イベ ン ト

　今年度 は、 中信 ビジネス フェア2012や 大学祭 におけ る栄養 アセス メ ン トの他 、食withプ ロ

ジェク トにおいて も、多 くの学生が事業 に参加 して くれた。骨密 度、握力等の測 定や食 育 クイ

ズ等、それぞれの得 意分 野 を生か して地域住民 の健康増進 や食育の普及啓発活動 に励 んだ。

　 これ らのイベ ン トは、業務時 間が長 く、体力 を要 する ものであ るが、参加 した学生 は疲 れ た

様子 も見せ ず、皆 精一杯取 り組 んでい る。各 自、担 当の業務 に責任 をもって取 り組 み、状 況 に

応 じた臨機応 変な対応 もよ くで きてい る。 どの学生 も、最 後 まで笑顔で丁寧な応対 がで きてお

り、来場者 も大 変喜 んでお られた。

　学生 か らは、「貴重 な体験が で きて良か った」、

「大学 の講義 だ けでは学べ ない、実践 的な活動 が

で きて良かった」等 の コメン トが寄せ られてお り、

実践 の場 で貴重 な体験 学習がで きた ことを喜 ぶ姿

に、学 ぶ意欲 を感 じた。当施設でのボ ランテ ィア

活動が、 まさに 「生 きた学問」 として管理 栄養士

を目指す学生 の実践 力 に磨 きをかけてい ることが

実感 で き、大変嬉 し く思 っている。

食育クイズの様子 (姜　貴順)
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